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第 226 回　京都市考古資料館文化財講座

2011 年 5 月 28 日

太秦・嵯峨野地域の遺跡４

―大寺の時代　寺院建立―

( 財 ) 京都市埋蔵文化財研究所　上村　和直

１．はじめに

１) 研究と調査の動向       

⇒文献史料の研究

・北野白梅町で寺跡 ( 北野廃寺 ) を発見するまで。

・北野白梅町寺跡の発掘調査が始まる。

・廣隆寺の発掘調査が始まる。

２) 問題の所在

◯建立時期

・推古 11 年、推古 30 年、天智 9 年　

◯移建説と非移建説

 ・北野→太秦、平野神社付近→太秦

・北野と太秦所在の寺院は別寺院

◯寺院の名称

 ・蜂岡寺・葛野秦寺・秦公寺・太秦寺・廣隆寺・

２．廣隆寺と北野廃寺の検討

１) 廣隆寺について

◯伽藍配置

◯出土した軒瓦                                            　

・飛鳥時代、白鳳時代、奈良時代、平安時代

２) 北野廃寺について

◯伽藍配置

◯出土した軒瓦

・飛鳥時代、白鳳時代、奈良時代、平安時代

３．廣隆寺と北野廃寺の造営過程

◯各寺院の創建時期

⇒両寺院の創建期の名称

◯奈良時代以前の様相

◯平安時代以後の様相

４．まとめ

１) 山背における初期寺院

◯秦氏の造寺活動

◯山背の寺院と中央豪族

・北野廃寺、廣隆寺、高麗寺、鞆岡廃寺

２) 畿内と各地域の初期寺院

◯畿内における造寺活動

◯各地域への造寺活動の波及

⇒・『日本書紀』推古 32 年 (624) の条 ｢是の時に當りて、寺四十六所、僧八百十六人、

　尼五百六十九人、併て一千三百八十五人有り。｣　

・『日本書紀』天武 9 年 (680) の条 ｢京の内の二十四寺に施りたまうこと、｣　

・『扶桑略記』持統 6 年 (692) の条 ｢天下の諸寺を計しむ。凡そ五百四十五寺｣
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	 観光局文化財保護課

 

１．廣隆寺・北野廃寺関連主要史料

①『日本書紀』推古天皇 11 年 (603) 条

　「十一月己亥朔、皇太子謂諸大夫曰、我有尊佛像。誰得是像以恭拝。時秦造河勝進曰、　臣拝之。便

受佛像。因以造蜂岡寺。」

②『日本書紀』推古天皇 24 年 (616) 条

　「秋七月、新羅遣奈末竹世士、貢佛像。」

③『日本書紀』推古天皇 31 年 (623) 条

　「秋七月、新羅遣大使奈末智洗爾、任那遣達率奈末智、並来朝。仍貢佛像一具及金塔并　舎利。且

大観頂幡一具、小幡十二条。即佛像居於葛野秦寺。以餘舎利金塔観頂幡等。皆　納干四天王寺。」

④『七代記』〔宝亀２年 (771) 作成〕

　｢上宮太子造立合八所 ( 中略 ) 廣隆寺時俗號為蜂岡寺。｣

⑤『廣隆寺縁起』〔『朝野群載』巻第２「文筆中」所載〕〔承和３年 (836) 作成〕

　〔割注〕「秦公寺 一名蜂岡寺｣ ｢謹検日本書紀云。推古天皇十一年。冬十一月己亥朔。　皇太子上宮

王謂諸大夫曰。我有尊佛像。誰得此像、将以恭拜秦造河勝進曰。臣拝之。便　受佛像。因以造蜂岡寺

者。謹検案内。十一年冬。受佛像。小墾田宮御宇推古天皇即位壬　午之歳。奉為聖徳太子。大花上秦

造河勝所建立廣隆寺者。但本旧寺家地。九条河原里一　坪二坪十坪十一坪十三坪十四坪廿三坪廿四坪

廿六坪卅四坪。同条荒見社里十坪十一坪十　四坪十五坪合拾肆町也。而彼地頗狭隘也。仍遷□□□五

条荒蒔里八坪九坪十坪十五坪十　六坪十七坪。并六ヶ坪之内。即施入陸地肆拾肆町肆段壹珀玖拾貳歩

也。又去延暦年中。　別当法師秦鳳。竊取流記資財帳等逃亡。叉去弘仁九年。逢非常之火災。堂塔歩

廊。縁起　雑公文等焼亡。然則此寺縁起資財等共焼亡。或散失。( 後略 )」

⑥『廣隆寺資材交替実録帳』〔仁和２年 (886) 作成〕

　「右寺縁起。推古天皇治天下卅穢次壬午大花上秦造河勝奉為　上宮太子所建立也。彼願　文乃至財

帳等。弘仁九年逢火災。皆焼亡。」

⑦『上宮聖徳法王帝説』〔奈良時代初期作成〕

　「太子起七寺。法隆寺、四天王寺、中宮寺、橘寺、蜂岡寺、池後寺、葛木寺。」

　〔割注〕「並彼宮賜河勝秦公。」

⑧『上宮聖徳太子伝補闕記』〔建長２年 (1250) 作成〕

　「丙子年 ( 推古天皇二十四年 ) 五月三日。( 中略 ) 太子巡国至干山代楓村。( 中略 ) 即於蜂岡　南下立宮。

秦川勝率己親族祠奉不怠。太子大喜。即小徳叙。遂以宮預之。又賜新羅国所　献佛像。故以宮為寺。」

　「斑鳩寺被災之後。衆人不得定寺地。故百済入師率衆人令造蜂岡寺。」

⑨『聖徳太子伝暦』

　「廿七年己卯春正月。太子奉勅命駕。巡検畿内諸国臣連国造伴造所建寺地。無他者給地。　无木者給木。

無田者給田。無壟者給園。経廿箇日。終至蜂岡。建塔心柱。定常住僧一十　口。」

２．北野廃寺関連主要史料

①『日本霊異記』下巻　第 35 話

　「( 桓武 ) 天皇信悲、以延暦十五年三月朔七日、( 中略 ) 於平城宮野寺備大法會 ( 下略 )」

②『日本後紀』延暦 15 年 (796)11 月辛丑条

　「始用新銭。( 中略 ) 亦施七大寺及野寺。」

③『政事要略』巻 70　弘仁５年 (814)10 月条

　「可禁制宮城以北山野事。」

　四至「西限野寺東、南限宮城以北、」

④『伊呂波字類抄』

　「常住寺薬師佛、件寺桓武天皇遷都之時、南京令移渡此京云々本御持佛也。」

⑤『諸寺略記』巻第 769  〔弘安２年 (1279) １月 23 日云々奥書〕

　「一野寺者。本名常住寺。桓武天皇御宇。延暦五年移建常住寺野寺也。遷都之時。自南　京移渡於此京。

帝御本尊也。」
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図１ 廣隆寺 77 年調査遺構図

表１ 廣隆寺・北野廃寺研究・調査略年表

図２ 廣隆寺 82 年調査遺構図
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図３ 廣隆寺 77 年調査遺構配置図〔浪貝 77 を一部改編〕

図４ 廣隆寺寺域推定復元図〔網 95 を一部改編〕

図５ 北野廃寺２・14 次調査遺構図

図６ 北野廃寺７次調査遺構図
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図７ 北野廃寺 10 次調査遺構図 図８ 北野廃寺 12 次調査遺構図 図９ 北野廃寺寺域推定復元図〔久世 92 を一部改編〕
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表２ 廣隆寺出土主要軒瓦変遷表 ( １：８)〔網 95 を一部改編〕 表３ 北野廃寺出土主要軒瓦変遷表 ( １：８)〔鈴木 87・網 95 を一部改編〕
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表４ 廣隆寺・北野廃寺・北山背主要寺院変遷表

図 10 北山背初期寺院分布図 ( １：12000)
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表５ ７世紀前半までに成立した寺院  〔大脇 89 を一部改編、以下同様〕

表６ ７世紀第３四半期に寺院が成立した国々 表７ ７世紀第４四半期に寺院が成立した国々と最古の寺院

表８ 伽藍建設の各国への波及


